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紅　　 一　　　李塚和夫
身，

に出てたら，天気図を見に行く時間

　もなげれば，飯食う暇も便所に行く

暇もない．ことほど左様に天気予報

を知りたい要望は張く大きい．それ

にひきかえ，こちらは1949年の行

政整理以来人員の減らされたままな

　　”一一一一　のは御多分に洩れない

　　　　　　　し，その頃よりも電話

　　　　　　は激増しているといろ．

　　　　　　矛盾，こんな調子だか

　　　　　　　ら，都民の方でも気象

　　　　 ．、　台の電話はしよっちゅ

　弓「お話中」で困るし，指先が痛く

なるほどダイアルを廻しつづけて午

前中いっばいたっても天気相談所に

はかからないで迷惑するといろ按配

であった．雨でも降ろろものならそ

れこそ殺人的な電話の洪水である．

想い出すとゾーッとする．

　その頃予報課で会議記録用として

ポータブルのレコーダーを買った，

玲54年の4月28日午後，俄雨の降
った日，俄雨は15時頃降って一度

やんだ，しかし16時頃また降り出

した．オフイスの帰りを控えての俄

雨で例により電話のラッシュ，予報

課の榎本巖技官がテープレコーダー

を持ち出してテープを輪にしたのへ

吹込んでぐるぐる廻し，内線の受話

器をはずしてレコーダーのスピーカ

ーの前においた，「この雨は俄雨で間

もなくやみましよう」という予報文

は交換室に流れ，かかって来た電話

はそれにつながれた．雨は17時30

分頃やんだ．

　　これが気象台として録音応答の草

　分げとなるわげである力二，5月には

いって今度はレコーダーを天気相談

所に持ちこみ，会議がなく器械のあ

いているときは常時テープを廻すこ

　とにし，回線を内線に結着して音を

そのまま交換室に邊りこんで，自動

応答のテストを始めた．榎本技官は

増幅その他いろいろと骨折った・外

〆からかかって来た照会を交換嬢がす

　ぐにそれにつなぐといろやり方であ

　　　　　　、

るが，面白がって何時までも聴いて・

いられると困るので吹込む予報文の

末尾に「くり返して申上げますがお

判りになりましたらお電話をお切り

論塩犠欝は辮

　いくつかの都市で電話による天気

予報の自動応答が行われている．受

話器をはずしてダイアルを廻せば自

動的に天気予報が聴こえて来るとい

ろ具合である．

　現在行われているのは次の各都市・

　　　　　呼出　　　　　　　i　　　　　　　　開始年日日1
　　　　　番号　　　　　　　i

　束京　222！195491
　名古屋　　5011”　11　3
、大阪222．〃1115
　京都288　〃121
　紳戸499　”121　　　　1
　なお，東京の分には市川，船橋，

川口，武藏野が4月から含まれたと

いう．また仙台，横浜，札幌，富山，

岐阜，静岡も準備中といわれる．

　これはすべて電々公敢とタイアッ

プして行われているもので，通話料

は度数料だげ沸う．電々公瀧では予

報サーヴィスと称しているよ5で，

公瀧でこのサーヴィスを始めるよう

になった経過については，この自動

応答方式の研究考案者である茂垣春

洋氏（関東電気通信局保全部傳邊無

線課：）が，昨年暮発行の「電信電話」

6巻12号（電々公瀧宣傳課編集）』誌

上に『予報サーヴィス物語』と題し

て克明に執筆されているが，気象台

側としての経過を私の知るかぎりで

記しておきたい．

　222の草分け時代（53年4月）

　話はひとまずおととし（1953）に

さかのぼる．

　その頃東京の天気相談所の2本の

外線電話は朝から晩まで鳴りつづ

け，加えて1本の内線電話も同じあ

りさまの凄まじさ，相談所ばかりで

はない，各現業の電話へものべつま

くなし，中央気象台の電話交換室

は，次から次へと休みなくかかって

来る予報の照会電話でこれもやっぱ

りクタクタ，かかって来る電話で始

終ふさがるから台内から外部への発

’信も不可能，交換台でさばき切れな

いから予報課の事務室の内線電話に

もあふれて来る始末．眞面目に電話

24

担当気象官署

中央気象台
名古屋地方気象台
大阪管区気象台
京都測候所
赫戸海洋気象台

　6月2日朝刊の朝日新聞青錯筆欄

にこのことが紹介され，次のよ弓に

報じられた．

　　レ雨の心配が多くなったきよう

　このごろ，中央気象台へ天気の間

　合せがしきり，朝から晩までのべ

　つに電話がかかって来るので，仕

　事が手につかぬと悲鳴をあげた職

　員たち，1日の“気象の日”を期

　して交換台にテープ・レコーダー

　をすえつげた．

　　膨「モシモシあすのお天気は？」

　とくればかねて吹込みの録晋版に

　直結，いちいち答える必要がなく

　なったかわり，きく方は「北のち一

　南の風，晴れたり曇ったり」の繰

　返しでとりつくシマもなし．

　　麟「もっと突こんだ話が聞きた

　いんだッ！」の不満組は天気相談

　所の直通が引受げ，相手の‘‘お天

　気”も考えながら応待することと

　なった．

　これは大変に具合がよかったが何

分にもこれでは極めてお粗末，飽く

までも暫定的であり，1日も早くこ

れが正規のものとして取りあげられ

て欲しいといろのは，天気相談所，・

交換室，現業室などの一致した熟望

であった．

　（25）99391・一2の頃（54，2，16『後）

　やがて昨年1月，地震課末広技官

が友人茂垣氏を電信課の森技官に紹

介した．自動応答方式の実験を希望

する茂垣さんと予報応答の実験を希

望していた森さんとの努力で段階は

一歩進められ，2月16日から気象
台側からテーブ・レコーダーに吹込

んだ予報文を邊り，電々側がそれを

電話線に流しこむテストが開始され

た．　　　　　　　　　　　　亀

　レコーダーは電信課施設係の現業

室におかれ，予報文の編集作成と録

昔は天気相談所が担当した．そして

それを聴くためのテスト用として2

回線，25局の99391（電々公杜用）

と99392番（気象台用）といろ7数

字の番号があてられた．この番号は

μ天気”・2二・4

射
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嚴秘にされていたが，何時とはなし

に洩れてあちこちで使われるためし

ばしばテストが妨害されて困ったも

のてきある．

　（23）6666（54，9，1）25回線

　この聞，中央気象台と電々公壮と

で何圓か打合会が行われたよ5で，

いよいよ9月1日から正式に一般公

開となった．23局の6666番のダイ

ァルを廻せば何時でも都内どこから

で竜、鷺信課施設係現業にあるレコー

ダーの普が聴げるよろになり，懸案

は成就した．24時間中晋を流すとい

らので，昼は天気相談所，夜は予報

書1罐茎が予報文を編集作成した．

　ところが，探算の問題かど5か知

らな、、・が電々側は僅か25回線しか

これに廻さなかったため，大さわぎ

となってしまった．私が9月3日の

夕刻，113番（故障担当）のS係官に

電話で直接聞いたところでは，

　「とにかく天気予報とい5のはよ

くかかりますなあ．昨日　（開始2日

目）1は1日で1万4千回かかりまし

たよ．25回線でしよう，それに殺倒

するんですからね，そりやア見てい

て凄まじいですよ・仕方がなくて23，

24，33局の6600番台の室いてる線

を全部天気予報に廻して回線を増や

したところが今度はとたんに誤接が

多くなって，それらの局の6600台

の加入者の殆どから苦情が舞いこん

で来る始末でしてね，しかも何しろ

オ・一ヴアーになるもんですからね，

5分か10分に1回づつヒゴーズがす

ぽんすぽんフッ飛んぢまろんですか

ら，やり切れません1」

　ということであった，このことは

9月4日朝刊の日本経済新聞窓欄に

も報じられた．局では手にヒューズ

を持って待ちかまえているとい5傳

読がこの時生まれた．

　こ5して出発早々大変な好評で，

コL955年4月

折から南岸に停滞した前線による悪

天候と相まってスタートは好調だっ

た．まして13号，12号，14号とキ

ビスを接して襲来する台風の前に遽

に（23）6666僅か25回線は大混乱に

陥り，このことは25回線ぽっちで

は駄目といろ結論を生んだ’．

　222（54，9，22以後）500回線

　9月17日電々東京管理局は，中
央気象台，電々本仕，関東電気通信

局管内60数名に及ぶ大会議を召集

し，一挙に回線数を300に壇設を決

意，9月22日を期して呼出番号も

222と3数字に改めることとなった．

この間東京管理局各部門，丸の内，

千代田，中調，工事事務所，東京中

継所等関係機関の努力は誠に偉大な

ものであったといわれる（この部分

上記「電信電話」による）．

　300回線の222は，生まれて早々

あの15号台風に出会って25日から

26日にかけては，1日・に11万から

13万もかかって各方面をおどろか

せた．

　これはその後も変らず，李均1日

に8万から10万ヲ天気の悪いとき
や週末などには力万くらいもかか

るとい5ことである．それらの詳細

な数字は東京管理局で調査して毎月

印刷されているが，現在のところ気

象台の方にはよく知らせてもらえず

にいるのは残念なこと噂ある．図1

のように通話数の日変化などきわめ

て妙昧のあるものであるし，また通

話数の天候や旺日による変動（図2）

は吹込文を担当するわれわれとして

はこの上ない有釜不可欠な資料の筈

である．222で聴かせっばなしのあ

てがいぶちのわれわれは，聴く人々

の反応をころいう資料で知っていた

いものである．ノレソに腕おしはよ

くない．

　今でもなかなかかかりにくいこと

のある222であるがそれも昔の天気

相談所とはくらべものにはならな

い．気象台としては予報のサーヴィ

スが格段と進んだわけである．また

街頭宣傳塔のアナウンスの中には

222を聴いて書きとったものをその

まま各商店の宣傳のあい間のスポッ

トに利用しているのもあるが，うま

いことを考えついたものだ．222は

気象台と市民をつなぐ新しい橋とい

　　　　　　　　　　　　　109　　　ゐ

えよろ．

　なお別に聞いた話だと，数年前テ

ープ・レコーダーを作り出したある

メーカーがそれを予報の応答に利用

したらどろかと持ちこんだことがあ

り，気象台としてもその頃から録音

による予報応答を実現させたいもの

といろいろ努力して来ていたといろ

ことであるから，ほんとに懸案成就

とい弓ところかも知れない．

　222予報の実情

　他のことは知らないので東京の知　　’

っていることを極く大ざっぱにわれ

われの側のことについて書く．

　1　体制の不備．222予報のため　　’

には，24時間中天気と首っ引きでな

いとまずい．天気が変れば予報が変

らねばならないわけで，現在の天気

と食いちが弓予報文が流れているの

ではまるで用をなさないから，あら　　　・

かじめ定められた約束の時刻のたび

に発表して行けば用の足りる新聞や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、峯ラジオ用の予報とは性質のちがうも

のである．臨機応変機敏な体制が必

要であり，天気の急変に応じて即座

に判断することが大切といえよろ．　　　，一、．

　そういう仕事が増えたわけであ

る．仕事が増えたらそれに応じた体

制を整えないと仕事がうまく行きに

くいのは常識である．気象台はこう

いろ卓の動作が除かなか緩慢欺ので

実際に仕事する場では困る．一番さ

しつかえのあるのは人手不足で，222

の予報文の編集作成は相当な仕事でー

あることはやってみればすぐ判る．

　ど5しても体制が間に合わないか

らといろことであまりにも便宜的な，

やり方をするのは，一時的には許さ

れても，それでよいのだとい弓よう

にルーチソ化してしまってはよくな

い．少なくとも現状を守らないごとト

には逆行のソシリをまぬがれられな

いだろう．そして前向きを考えなが

ら現在を処理しなげれば，必ずや將

来に渦根となるに違いない．

　それから器械がまずいからおいそ

れと簡単な録音では済まないし，器

械の保守修理の仕事も憎えたわけで

ある．録晋室もないからいろいろ不

便至極のありさま等’々言えばきりは

ないが，これも創設期の悩みで，や

がては浩えるものと思いたいもので

ある．
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　2　認認の足らなさがうかがえ
る．残念である．予報をいろいろな

方法でよリ多数の人々に伝えること

に本腰をいれるのは気象台の重要な

本務である．決して片手間ではな

い．222もそういう性質の仕事なの

である．

　ここで予報の傳達で例をあげれ

ば，台風の時であろろ．大牛の人々

がラ’ジオで刻々と知る，新聞は少々

時聞がずれる（新聞ラジオの情報に

ついては7号に大野義輝氏が書かれ

ている）．しかし台風時の緊急停電

とか台風のための故障停電となれば

そのラジオも聴げなくなる．そのと

きは気象台に電話すればよいと言ろ

だろう．だが，どこの誰でもがすぐ

に電話かげられるほどどの町村にも

測候所があるわけではないし，測候

所にもその応答人員は皆無，それに

家庭に電話を持つ人など全体から見

れば少数である．つまり多くの国民

が迫り来る台風の前に，災害の恐怖

の前に暗黒の中に放置されるのであ

る．これを解決するため台風12号

の情報を市民に傳えてパト・一ルし

ていた大宮浩防署の自動車が列車に

ひきずられて死者を生んだ悲惨事は

まだ記憶に生々しい．このよ弓に予

報の傳達というのは大変な仕事の筈

なのである．気象台はこれをゆめゆ

めおろそかには出来ないのであっ

て，222方式は特に昼夜人々が仕事

に従事している時間において有力な

傳達手段である．

　222が新聞ラジオと本質的にちが

う大事なことがらは222を利用する

人々は天気予報によって自分の当日

なり翌日なり，はたまた数日後の言1

画を律しよ弓とするためにこれを利

用するのであるから，意識的にしろ

無意識的にしろ気象台の存在をより

高く評価している人たちである．こ

れらの人々の間で中央気象台のサー

ヴィス面に対して予報の当りはずれ

26

■■・一料　　　　　　　　　　　一r　戸「

は別として不信を買うようになれ

ば，それこそ危機に直面すると言っ

ても言いすぎではなかろ弓と思う。

とにかくわざわざ電話で直接天気予

報を聴ころと努める人たちなのであ

って，新聞やラジオで知らず知らず

の弓ちに天気予報を聴き知る人たち

とはまるでちがう大事なお客さんで

もあるといえよ弓．

　222方式を始めたとい弓ことは，

単に間い合わせが殺倒するからそれ

を機械化したまでで，それによって

人員が浮かぶと考えるのはトソデモ

ナイ無茶な話で，今の世の中は新聞

とラジオで予報を知らせる時代は過

ぎ，電話をも使ろ時代となったので

ある．電話は補助的な傳達手段では

なく，近い將来には必ずや主要な傳

達手段となるものと見通される．今

までの電話の考えでは1対1の話合

いであって，殆ど公共性とい5こと

は言えなかったかも知れなかった

が，1日亭均10万通もの利用状況
ではもはやすぐれた公共性を持って

来たと言わざるを得ないのである．

　一例をあげれば，この冬は222予

報文にスポットとして季節にはいる

頃から水道や井戸水の凍結防止につ

いて注意を喚起したが，1日10万
の人が聴き10回やったとすればま

さに全都民の8分の1にものぼる延

人数が暮しの水凍結の注意を直接喚

起されたことになるわげで，影響の

大きく公共性すぐれた222ではある

まいか．

　222のために直接の電話応答が減

ったからよいだろろ人手不足の筈は

ない，という言葉の中にはモノを知

らない匂いがする．直接の電話応答

の多いことを殆ど考慮にいれない人

員でやっていた昔のことは，ちっと

もお話の標準にはならないし，電話

応答だけが仕事ではないのである．

　5　基本協定とその諒解事項の実

施不徹底．中央気象台長と電々公献

総裁間の基本協定，本台総務部長と

電々営業局長間の諒解事項が54．

12．27付で定められているが（中央

気象台日報55．2．9付掲載），器材

提供の不円滑，テストのための無料

電話設置のないこと等々いろいろと

実際面で徹底を欠いているうらみも

なしとしない．

　たとえばレコーダ戸で，ポータプ

ルのを毎日毎日ひきもきらず24時

間中廻しっばなしではや1年，今で

は3台ほどあるがそれも昨年9月か

ら7ヵ月経っていてはおわかりいた

だげよう．どれもみな相当老衰して

音もよくひずむし，すぐに疲れて息

切れしてしまってエソコする．3月

12臼公瀧から再生器の新品（アナウ

ソスマシーソ）がとどけられたが，

吹込みの方はやはり従来のポータブ

ルでやらねばならず，手聞を食うこ

とおびただしい．しかもこのアナウ

ソスマシーソ，これがまたメーカー

が連日の24時間蓮転にはまだ自信

がないという代物で，この取扱いで

電信課はいろいろ苦労しており，こ

の新器械の將来性は今のところまだ

まだであるが，若し改良されても，

吹込みと再生が別の器械である5ち

はダメである．実用にはならない．

　また別に私の言いたいことは，今

後この種の協定などを結ぶ際には実

際に現場で仕事にたずさわらている

人々の意見を十分に聴いてからにし

てもらわないと，まずい点に気付か

ないといろまずさを犯すことになる

といろζとである．何時もことある

ごとに彊調されるが　このことは現

在の気象台運営上の重要な欠点であ
る．

　4　新聞が覗いた222．今年1月

7日の朝日新聞都内版は

　　『予報電話の明暗2すじ

　　　もうけは年に2億一電々公肚

　　　　お天気相談所一くたびれ

　　　　　切った設備』

と4段ぬきで報じたが，その紙面に

いわく「はじめは損を覚悟でイヤイ

ヤ乗り出した電々公肚も，時あたか

も台風シーズソ，洞爺丸や相模湖惨

事でこの便利な“電話予報”は大当

り，最高時には1日にナソト17万

回も利用され，この好天続きのお正

月でも旬日9万回とい弓好成績，お

かげで年聞2億円の電話料が“ヌレ

手にアワ”と転りこむ勘定と分って

大張り切りだ，これに引きかえてあ

われなのは予報提供側の気象台のお

天気相談所，“予報電話”に流す録

音設備も公批側ではロクロク準備し

てくれず，すり切れた録音テープの

補充すらしてくれない一・と嘆いて

”天気”　2・4一



r　’、　・

いる．」「この電話に予報を吹込むの

はお天気相談所の役目，朝から夜ま

で1日最低5回，荒れ時となると10

数回も予報が変る度に新しく録音す

る，この録音設備なるものが，きわ

めてお粗末だ，気象台の電信室のス

ミで宿直ベッドなどと同居したタナ

の上に，古いポータブルの器械がお

かれている．右手でカネを合聞にた

たきながらの録晋である．。一（中略）

…この設備は予報電話開始時に試験

・的においたまま公肚側はホッタラカ

シ，録音テープがすり切れるとテー

プ会示七に頼んで寄附してもらわねば

ならず，故障も気象台員が仕方なく

修理している．」

　むすび

　以上由来めいたものを冗舌につら

ねたが，222は多数の電々，気象台

の技術者の手によって日夜遽行され

ており，今後ますます発展張化さる

べきものである．願わくは現状の欠

陥がユ日も早く除かれて，公共サー

ヴィスとしての面目をいやが上にも

発揮するよろに努めて行きたいし，

そう蓮営して欲しいものである．な

お222は將来1177番として全国統
一番号になる予定ときく．

　またニューヨークでは，電話予報

が1日7万，電話時報が1日6万3
千亭均の呼数だといろことである．．

　（中央気象台予報課天気相談所）
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云えない．具体的な研究はどこまで

も実際の観測成績及び研究論文から

生れるもめであろう．それにもかか

わらず，この試みは我々太陽活動コ

ロキウムのメソバーが之までを回

顧し今後に資する上に非常に重大な

役割を演じていることは認めざるを

得ない．

　ここにアソケートにつきこころよ

く回答を寄せられた数多くの方々並

びに熟心に討論に参加下さった方々

に心から感謝の意を表するものであ

ります．

　　　（気象研究所・関原記）
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書 評

動気候学　高橋浩一郎著　岩波書店
　　昭和30年3月，　A5－321頁，　￥850円

　　　　いわゆる綜観気候学　（synoptic　climatology）に

　　　対して動気候学あるいは力学的気候学（Dynamische

　　　Klim就ologie）がある．体系的には1930年頃ベルシエ

　　　ロソによってはじめられたものであるが，日本では主と

　　　して高橋博士が研究され，多くの労作が戦前の気象集誌

　　　に発表されている．最近長期予報や電源開発などに関連

　　　してこの方面の研究が多くの注目を浴びてきたが，まと

　　　まった著書とてなく，久しく要望されていた．

　　　　さて第1章は天候の変動の諸性質を多くの資料によっ

　　　て説明してある．第2章では世界の気候とい弓題で主と

　　　して理論的な面から気候を扱ろ糸ぐちをつけてある．第

　　　婁章では日本の気候の一般論を述べ，ついで第4章から

　　　第9章まで各季節の日本の動気候を読明してあり，ここ

　　　はまさに著者の独壇場である．第10章は天候の変動の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　原因どなり弓る要因をすべてあげかんたんに読明してあ

　　　る．

　　　　本書の特徴の第1は著者の深い経瞼があらゆる面に，

　　　にじみでていることである．これは気象学者であり，且

　　　つ気、象技術者である筆者にしてはじめてなし5るもので

　　　凌）る．第2にあるかたよった立場をもっていないから，

　　　あらゆる問題とあらゆる方法が提示されており，本書一

　　　珊で足りるということは最も有難い点である．第3に，

　　　読者はこの本の中から無限に多くの研究課題を直ちに欄

　’　みとることができるとい弓ことを彊調する必要がある．

．　　同時に，ここにかかれているどの1つの理論，あるいは

　　　記述も1完全無欠なものとして，信じ，理解しようと努め

　　　るならば数ぺ一ジにして坐折するにちがいない．だから

1955年4月

何はさておき読者は買ったらすぐ最後のぺ一ジまであづ

さりよみ通すことがのぞましい．その上で手元から放さ

ず常に「使5」ことが必要である．

　ともかく動気候学のまとまった本として世界最初のも

のであるを注意したい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　’（渡辺次雄）

寺田寅彦の「生涯

　　昭和30年3月

太田文李著　新書版238頁

四季瀧刊　150円

　この書物は寅彦の生前に氏と一面識もなかった一人め

愛読者によって書かれた異色のものである．著者は高商

出身のビジネスマソである．寅彦の門弟の矢島瀦利氏の

傳記は，書翰，日記，手帳，随筆，科学：的業蹟などによ

って書いた「編集せる自救傳」であるが，太田氏のもの

は主に寅彦の随筆にあらわれた回顧的名文によってつづ

られた，やはり自敲傳風のものである．矢島氏のものよ

り幾分偶像化され，美化されているのは用いられた材料

によるためであろう．

　内容は小宮豊隆氏の序，自作品に現われた寺田寅彦の

生涯一12章よりなり，本書の大部分をしめる一，寺田寅

彦の装偵観寅彦をめぐる人々と私1よりなる，

　寅彦は多方面に大きな影響を与えた割合にあまり調べ

られ，評価されたものが少いのであるが，これは寅彦が．

多方面にわたる天才であり，独想の人であったために，

その評価が容易でないからであろろ．この書物をよま

れ，寅彦に対する興昧をさらに深めて，再ぴ全集をよみ

かえしてみるならば，寅彦の精紳がわれわれのまわりに

現存する多くの門弟たちにどのよろにろけつがれている

か，また逆にどのよ弓に弟子たちによってゆがめられて

いるか，本物とエピゴーネソがどんなにちがうものであ

るか思いを新たにすることであろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（根本）・

27

霞


